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あなたとまちのコミュニケーション情報紙

広
報

n0765-83-11 oo 朝日町役場 ・〒939-0793富山県下新川郡朝日前道下 1133

～挙篠田の田植え・南保証I～
ぼくたち、私たちは、 5月14日、

掌校巴の田植えをしました。これか

らみんなでお世話をしていきます。

舎から収穫が楽しみです。
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⑥広報あさひは資源保護のため湾生紙を使用しています
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必
町民税 固定資産税

3万8,874円 6万1,412円

。
その他 軽自動車税

1, 101円 1,881円

( 1)借入先別

町有財産の状況

目I
軽自動車税

，，句、 税 2.964万円（89.2%)

目T の
民負内
人担訳
言状と
~ ~兄

fJ 

町たばこ税

5,242円

町たばこ税

8.261万円
(100.0%) 

目T債 の状

(2）目 的別

区 分 ｜金 客員

一般会計i?s唱1,657
汚内

総 務 ｛責 2唱2.462 

社会福祉債 3.273 

保育所債 3 ＂~2,473 

農林水産業債 5'¥ 188 

土 木 債 31°1¥3.761

公営住宅債 2唱9,601 

j商 F方 ｛責 2.723 

況

構成比

69.4% 

2.0 

0.3 

2.9 

5.1 

27.9 

2.6 

0.2 

教 育 債 I, 7ち，419 I 15.8 

予算額
17億l,023万円

（収納率%）

区 分 金 署員

災害復旧債 6.929 
方向

臨時財政特例債等｜ 7(!8,978 

その他事業債 5116,850 

その他会計 341軍3.885 

山崎診療所 856 

簡易水道 6.310 

下 水 道I23軍1.684 

あさひ総合病院Iio噂5.035

II合計 I11l's.s42 

基金積立金

構成比

0.6% 

7.0 

5.0 

30.6 

0.1 

0.6 

20.6 

9.3 

土地 692,360m2 建物 90,086m2

有価証券 2億9,636万円
出資金 2億3,930万円 43億4,663万円

：：；~ltt= =I 

の報告

平成 14年度財政状況

条例により、町の財政状況を 1年に2回、町民のみなさんにお知らせすることに

なっています。今月号では、平成15年3月31日現在における平成14年度予算の執

行状況をお知らせします。

28 27 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 l 0 。 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 

司 27f慧9.997万円（100.0%)地方交付税 総務費 い2億5.571万円（78.5%)

17｛意1,023万円（98.0%)町税 公債費i12億4,319万円（100.0%)

8億9.80ll万円（66.8%)繰入金 民生費 い0億6.818万円（92.4%)

6億6.~75万円（57.3%) 島県支出金 衛生費Is億2.15（万円（72.2o/.o)

農林水産業費

土木費
'-'Ii~＇－＇＇－＇＇－＇／ J’J ，~~.~ ,v, v 

唾~
諸支出金 5億s.ssc:万円（0.0%1 唾~

置 77億3.650万円
l間四万…）一盆 ｜ 教育買 15億5.73E万円（JOO担%）

65億6.895万円

1億2.575万円（87.4物）使用料手数料

31.意5.856万円（長司 i肪糊ほ

－＝置霊園・
（グラフの数値lま予算額とそれに対する執行率（%）を表しています）

特 月リ .0. 
計

歳 入 歳 出
:z:;:: 

予算額 収 ．入済額 収入率 予算額 支出済額 支出率

国 イ呆
，ζ』

計 14億7,145方円 13億1,539方円 89.4% 14億7,145万円 1 1億7,055万円 79.6% :z:;:: 

老人保健医療会計 24億7,568万円 22億 639方円 89.1% 24億7,568万円 22億9,906万円 92.9% 

圭白dタ~ 療 F庁 4』 計 5.544万円 4.247万円 76.6% 5.544万円 4,077万円 73.5% :z:;:: 

簡 易 水 道
4』

言十 5.861万円 4, 117万円 70.2% 5.861万円 3,544万円 60.5% :z:;:: 

下 水 道
d己』

言十 7億1,729万円 3倦2.273万円 45.0% 7f意1,729万円 4億4,553万円 62.1% Z主

用 7］く .a. 計 438万円 594万円 135.6% 438万円 383万円 87.4% :z:;; 

奨
ゐ子品4、資 金

.a.. 言十 113万円 14万円 12.4% 113万円 38万円 33.6% :z:;; 

企業 会計 歳 入 歳 出

（あさひ総合病院） 予 算 額 収入済額 収入率 予算額 支出済額 支出率

~x 益 的 ~)l 支 30億2.860万円 30億7.427万円 101.5% 30億2,860万円 29億2,037万円 96.4% 

資 本 的 ~x 支 1傍6,417万円 3f急2,525万円 198.1% 1億9,952万円 4億 456万円 202.8% 

・園・
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地
域
の
発
展
を
願
っ
て

合
併
協
議
が
本
格
化

合
併
協
議
会
は
、

l
市
3
町
の
汁

長
、
助
役
、
諸
民
、
学
識
続
験
帆
刊
日
記

名
の
委

μで
構
成
さ
れ
、

「新
市
の

名
称
」
や
「山
川
得
の
依
川
」
、
「合
併
の

則
川
」
な
ど
、
法
一
本
的
な
刷
刊
を
は

じ
め
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

た

「新
市
住
ぷ
A
州
」
を
介
め
た

μ

副

H
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
専
門
部
会
や
分
科
会
な
ど

で
調
蛸
脱
さ
れ
た
合
併
に
関
す
る
あ
ら

ゆ
る
事
務
事
業
に
つ
い
て
、
調
幣
方

針
な
ど
を
協
議
し
ま
す
。

今
後
は
、
作
市
町
の
吋
能
性
や
特

性
を
作
市
．し、

「り
川
下
－

M
必
の
附

州
』
で
、
地
域
の
発
以
を
刷
っ
た
ん
日

併
協
議
が
本
栴
的
に
進
め
ら
．れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
も

第
1
回
合
併
協
議
会
で
は

4
項
目
を
協
議

ml川仙川崎会では、「協議以
けの縦必」、「協議頃日の訓川市川hh

針』、「合併の方式」、「九日併の期

H」の4項目について協議が行

われました。

今後も、協治会の会議内存は、

「AH併協設会だより」や協品会

のホiムベlジなどでお知らせ

します

応募できる人 どなたでも応募できます。

新市の名称、名称の理由、住所、郵便番号、氏名、年齢、電話番号を記入してくださ

応募記載内容
L＇。
※名称には、漢字（ふりがな）、ひらがな、力タ力ナを使用してください。

※名称の意日未や理由を簡潔に書き添えてください。

専用応募はがき、官製はがき、 FAX、ホームページ、電子メールで受け付けます。一

人何点でも応募できますが、同一名称の応募は1点限りとします。

応募方法
※応募は 1件につき、新市の名称を 1点、だけ記入してください。 FAXでの応募は用紙

1枚を 1点、電子メールでの応募は 1自のメールにつき 1点とします。

※専用応募はがきは、合併協議会だよりと同時に配布します。また、各市役所・町役

場等にも置いてあります。
一 募集期間 7月15日ωまで ※締め切り当日の消印・着信有効

応募記載内容を記入のうえ、下記宛先まで提出してください。

・持参される場合 （専用応募はがきのみ受け付けます。）

1 .黒部市、宇奈月町、入善町、朝日町の役所・役場に設置してある応募箱

2.黒部市 ・宇奈月町 ・入善町 －朝日町合併協議会事務局の窓口

．郵送の場合

応募先
干938-0041 黒部市堀切1142 黒部市総合体育センタ－2F

黒部市 ・宇奈月町－入善町 －朝日町合併協議会事務局

eFAXの場合

FAX 0765-57-2718 

黒部市 ・宇奈月田7・入善町－朝日町合併協議会事務局

・ホームページの場合 http://www.gappei-ni4.com/ 

一
．電子メールの場合 info@gappei-ni4.com 

賞品 －記念品
新市の名称として採用された作品応募者の中から抽選で5人に、 I名付け親賞Jとし

て地域の特産品をプレゼン卜します。

発表 合併協議会で決定次第、合併協議会だよりやホームページなどで発表します。

応募者の多少により市名を決定するものではありません。（選考時の参考として取り

その他 扱いますc）応募された作品に関する一切の権利は、合併協議会に帰属します。採用

作品については、応募者の趣旨を損なわない範囲で一部補作する場合があります。

名称は、読み書きが容易で親しみゃすいものとしますが、次の観点から新市の名称候

補を選定し、合併協議会で決定します。

1 .地理的なイメージや歴史・文化 ・特徴などを表す市名

2.理想や願いなど、夢や期待が膨らむ市名

3.知名度の向上やアピール性が高くなる市名

名称の選定基準

・圏・

O
合
併
協
定
項
目
つ
て
な
に
？

合
併
協
定
項
目
と
は
、
合
併
協

議
会
で
協
議
す
る
明
項
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。

μ体
的
に
は
、
鴫
本
的
項
円
と

し
て

「合
併
の
方
式
」、
「
合
併
の

則
ハ
ペ

「新
市
の
名
称
」
な
ど
、

合
併
特
例
法
の
規
定
項
目
と
し
て

「
議
会
識
は
の
定
数
及
び
任
期
の

取
扱
い
」
、

「地
方
税
の
取
般
い
」
、

「
新
市
建
設
計
画
」
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
他
「
使
用
料
、
手
数

料
等
の
取
敏
い
」
、
「
町
名

・
学
名

の
取
扱
い
」
、「
国
民
健
康
保
険
事

業
の
取
扱
い
」
な
ど
、
大
き
く
分

け
て
M
項

U
が
あ
り
ま
す
。

O
新
市
建
設
計
画
つ
て
な
に
？

新
市
建
設
計
制
は
、
皆
さ
ん
に

合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
附
す
る

将
来
像
を
示
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て

什
併
の
可
討
を
判
断
し
て
も
ら
う

材
料
の
ひ
と
つ
で
す
。

什
併
特
例
的
な
ど
の
川
の
財
政

支
般
を
受
け
る
た
め
に
は
、
ハ
ー

ド
（
建
物
な
ど
）
だ
け
で
は
な
く
、

ソ
フ
ト
（
施
策
）
に
つ
い
て
も
配
慮

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
市
建
設
計
画
は
、

合
併
後
の

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を

決
め
る
、
押
さ
ん
の
将
米
に
関
わ

る
大
切
な
計
州
と
－JH
え
ま
す
。

アンケート調査にご協力ください
～新市の将来構想にあなたの意見を～

合併協議会では、住民ニーズなどを把握して「新市まちづくり

プランJを策定するため、黒部市・宇奈月町・入善町・朝日町に

住む満18歳以よの人の申から7.000人を熊作為に抽出させていた

だき、アンケート調査を行います。そのうち、朝日町にお願いす

る約1.300人へは、 6月上旬にアンケート用紙を送付しますので、

6月25日まで回きくださいますよう、ご協力をお願いします。

・合併協議会に関する問い合わせは・．．

干938-0041 黒部市昭切1142

黒部市総合体青センター2F

黒部市 ・宇奈月四7・入善町・朝日町合併協議会

事務局

~5 7-2 7 1 5 FAX 5 7-2 7 1 8 

ホームページアドレス
http://www.gappei-ni4.com/ 
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ス
タ
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ト
し
て
1
か
月
・
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新
し
い

．誼覇

「
資
源
物
」

の
な
か
ま
た
ち

j

フ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
・
紙
製
容
器
包
装
の
回
収
状
況
j

町
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
図
る
た

め
各
町
内
の
資
源
物
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
、
4
月
か

ら
刊
月
ま
で
は
月

2
回
、刊
は
月
か
ら

3
月
ま
で
は
月

1

園
、
び
ん
類
と
ス
チ
ー
ル
缶
を
回
収
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
加
え
平
成
何
年
4
月
か
ら
、
「
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
」
と
「
紙
製
容
器
包
装
」
の
回
収
を
始

め
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、

4
月
か
ら
新
た
に
始
ま

っ
た
こ
れ
ら

「容
器
包
装
」
の
回
収
状
況
と
、
そ
の
分
別
・
出
し
方
に

つ
い
て
の
注
意
点
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

出し~1a~111r.1いもの！！

E信事故~..... 四温辺住吉証謹靖温

色白×
 

容器包装として…

予
想
を
上
回
る
回
収
状
況

川
で
は
4
月
か
ら
、
今
ま
で

「燃

を

同

収

。
川
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

や
せ
る
ご
み
」
と

「燃
や
せ
な
い
ご
に
よ
り
、
予
惣
を
上
回
る
回
収
昆
と

み
（
ビ
ニ
ー
ル

・
プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

な

っ

て

い
ま
す
。

知
ご

と
し
て
出
さ
れ
て
い
た
も
の
こ
れ
ま
で
、
ご
み
と
し
て
処
分
さ

の
中
か
ら
「
容
端
包
装
」
と
言
わ
h
i
i
Lれ
て
い
た
に
仇
ら
「
容
摺
包
畿
」
が
、

る
資
源
ご
み
を
、

「プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
、
新
た
な
製
品
と

製
容
器
包
装
」
と

「紙
製
符
摺
包
装
」

し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
今
後
も

に
分
別
し
て
制
収
し
て
い
ま
す
。

「

容
加
包
装
」
の
資
源
物
同
収
に
ご

同
収
場
所
と
回
収
日
は
、
各
町
内
協
力
く
だ
さ
い
。

の
資
源
物
凶
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、

ぴ
ん
類
と
ス
チ
ー
ル
析
を
収
集
し
て

い
る
資
源
物
の
円
に
回
収
し
て
い
ま

す
。平

成
同
年

4
月、

1
か
月
間
の
省

出
包
装
の
回
収
状
況
は
、

「プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
脊
鵠
包
装
」
が

3
，
0
7

0
J
、
「
紙
製
待
部
包
装
」
が

3
，
1

5
0
J
、
合
わ
せ
て

6
，
2
2
0
J

｜：、 15同月の回収塁J .:.' 

3,070kg 

3, 150kg 

6,220kg 

プラスチック製
容器包装

紙製
n句兎口。 三？、三』→ー

昔 話 E占表

よ
l－－zロ

分
別
、
洗
浄
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

4
川
か
ら
資
制
物
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
作
総
包

装
」
と
「
紙
製
存
関
包
装
」
に
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
の
目
印
と
な
る
誠
別
マ

ー
ク
が
多
く
の
場
合
表
示
さ
れ
て
い

ま
す
（
．卜
記
の
マ

l
ク
）。
こ
の
マ
ー

ク
を
昨
認
の
う
え
、
白
川
叫
物
を
分
川

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、

回
収
す
る
容
器
包
装
は
リ

サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
た
め
、
食
品
な
ど

の
汚
れ
を
取
り
除
い
て
か
ら
出
し
て

く
だ
さ
い
。
汚
れ
が
完
全
に
取
り
除

け
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で

ど
お
り

「燃
や
せ
る
ご
み」
、
「
燃
や

せ
な
い
ご
み
」
に
分
別
し
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

E舵：.~~訟ま諸謀議湿

×食品など汚れがついているもの

×新聞・チラシ

×雑誌

×ダンボール

選三多尾望

資制！物等の分別に

ついては、 4月に名 ・

家ltiJiに配布した、 「ご

みの分け万 －出し方

ガイドブックJを参考

にしてくださし、

山
什
加
の
洗
浄
や
分
別
は
と
て
も
耐

倒
な
作
業
で
す
が
、
限
り
あ
る
白
川
仰

を
心
効
活
川
し
、
夫
し
い
限
境
を
守

る
た
め
の
大
切
な
取
り
組
み
で
す
。

今
後
も
、
情
さ
ん
の
ご
埋
仰
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

このマークを確認して

分別してください。

~ 
町

J
3

一
f

－aJ
E
高

×牛乳パック

×トイレットペーパーや

…仰 の芯G:>Sグ

町
で
は
、

4
円
か
ら
資
源
物
を
持

ち
込
み
で
き
る
資
椀
物
凶
収
出
場
を

開
設
し
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
利
用
し

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

開
設
け
時
は
日
曜
口
と
水
曜
日
の

午
前
7
時
か
ら
午
後
ア
時
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
資
鯨
物
は
、
新
聞

（
チ
ラ
シ
合
む
）
、
雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー

ル
、
牛
乳
パ
ッ
ク
、
び
ん
娘
、
ス
チ

ー
ル
缶
、
ア
ル
ミ
桁
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の

8
品
円
で
す
。

※
利
用
す
る
場
合
の
注
意
事
項

・
ぴ
ん
類
、
ス
チ
ー
ル
缶
、
ア
ル
ミ

缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
巾
を
洗
浄
し

て
く
だ
さ
い
。

・
化
粧
品
の
び
ん
や
ス
プ
レ
ー
街
は

資
源
物
の
刈
象
外
で
す
の
で
、
持
ち

込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ

プ
と
ラ
ベ

ル
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
作

山
包
装
に
な
り
ま
す
。

・
新
聞

（チ
ラ
シ
）
、
維
持
、
ダ
ン

ボ
ー
ル
は
、
ひ
も
等
で
し
ば
っ
て
く

だ
さ
い
。

－

m大
ご
み
等
の
ご
み
を
持
ち
込
ま

な
い
で
く
だ
さ
い
。

至
宮
崎

木
流
川

〕圃｛

至有磯苑． 
資源物回収広t霧． 

歪三浦町

あさひ
総合病院

至
8
号
線

． 問い合わせ ．

住民生活課生活環境係

ft83-1 1 00 
役場内線 134・135

置・



6月23日～29日は

謁女共圃参圃週圃です⑩

6
月
幻
白
か
ら
お
日
ま
で
の
1
週
間
は
「
男
女
共
同

参
画
週
間
」
で
す
。
朝
日
町
で
は
、
昨
年
、
「
朝
日
町
男

女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
に
関
す
る
条
例
」
が
施
行
さ

れ
て
い
ま
す
。

男
女
が
と
も
に
光
り
輝
く
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
、
男
女
が
豆
い
に
尊
重
し
あ
う
社
会
を
実

現
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

。

「参画で

ともに輝く

m
mv

岨

わたしが変わる 未来も変わるJ
（内閣府男女共同参画局 ー週間啓発標語）

ともに支えあう。

交
通
安
全
地

、
県入
境善
キ • ~貸与’
ヤ糸 ＇n lJ 

ン 魚
ぺ川
｜警
ン察

署
Eコ
同

5
月
9
日
働

宮
崎
地
内

い
で
す

「
み
ん
な
が
守
る

交
通
ル

l
ル」

5
月
日
同
日
附
入
善
自
動
車
学
校

腹
話
術
に
よ
る

交
通
安
全
教
室

5
月
間
日
働
五
箇
庄
小
学
校

1 l~＼ 
I ，~ ＼ 
I ，~~ 

「
男
女
共
同
参
画
」
っ
て
竹

「川
山
広
什
．
ハ
川
参
州
」
っ
て

織

す

近

よ
く
聞
く
一一足
だ
け

ど
・
ど
ん
な
怠
昧
な
の
つ

仕
ぃ
中
や
家
庭
な
ど
社
会

者

判
長

男

で

あ

る

」

安

で
あ
る
｝
と
い
う
だ
け
の

理
由
で
個
人
の
倒
性
や
能
力
を
発
柿

で
き
な
い
場
介
が
あ
る
ん
だ
よ
。

パ
わ
れ
て
み
れ
ば
・
そ

ω凶，
、い
h
h
F

認
柄
村
山十

ん
な
助
山
も
は
た
こ
と
あ

る
よ
う
な
討
も
す
る
な
あ

ρ

川hku札ハ川
参
州
任
会
は
、

ω
η
M
M
Kが
社
会
の
刈
等
な
柿

一、」

成
員
と
し
て
、
性
別
に
と

ら
わ
れ
ず
、
い
ろ
ん
な
分
野
の
活
動

に
参
州
す
る
機
会
が
昨
保
さ
れ
る
社

会
の
こ
と
な
ん
だ
。
も
ち
ろ
ん
円
分

の
ぷ
ぶ
で
ね
。
代
ハ
に
参
州
す
る
こ
と

でい
U
任
も
共
に
判
お
う
と
い
う
こ
と

i

l

そ
う
か
。
で
も
、
そ
も

出
材
料
そ
も
な
ぜ

「
参
加
」
で
は

な
く
て
、
「
参
川
」
な
の
つ

「参
加
』
は
、
と
り
あ
え

者

ず

顔

を

山
す
こ
と
二
百
」

は
、
合
川
や
迎
常
か
ら
加

わ
っ
て
怠
川
ん
を
に
以
映
さ
せ
る
こ
と
な

ん
だ
。

な
る
ほ
ど

川

μ
ん
%
が
バ

h

汲
吋
沌
．
い
に
此
任
を
も
っ
て
社
会

、－H
h円
1
4

l

？

川
動
に
加
わ
る
か
ら

｛参

・週・

州
」
と
い
う
↓一川
東
な
ん
だ
ね
。

そ
う
い
う
こ
と
。
そ
し

一帯てく
り
を
い
桁
し
て
い
こ
う

そ
う
い
っ
た
社
会
づ

と
い
う
気
持
ち
で
い
勺
え
ら
れ
た
の
が

「削

H
川
男
女
共
同
参
両
社
会
づ
く
り

計
州
」
な
ん
だ
。

へ
え
1
0
そ
の
計
画
と

紫

外

い
う
の
は
ど
ん
な
内
符
に

な
っ
て
る
の
？

朝
日
町
の
取
り
組
み

条
例
を
叉
け
て
、
川
以
初
人
を
愛

以
と
し
て
「
朝
日
川
引
火
比
ハ
川
参
州

社
会
づ
く
り
計
削
策
定
委
員
会
」
が

計
阿
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

O
暮
ら
し
の
場
面
に
お
け
る
男
女
共

同
参
画

。
男
女
が
い
き
い
き
と
働
く
こ
と
が

で
き
る
環
境
づ
く
り

O
男
女
平
等
の
意
識
づ
く
り
と
人
材

の
膏
成

。
男
女
が
と
も
に
手
を
携
え
た
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り

O
男
女
共
同
参
画
社
会
の
ま
ち
「
あ

さ
ひ
」
を
め
ざ
し
て

｛

4
2
 

4
鍵

0 

朝日町交通指導員

由井久也さん（舟J11新）

附
利
回
作
に
指
導
い
と
な
っ
て
か

ら
お
作
日
。
こ
の
小
川
杭
ぷ
に
立
ち

絞
け
て
い
ま
す
。

こ
こ
は
刷
の
交
通
川
が
多
い
う

え
、
変
則
的
な
火
山
山
山
…
な
の
で
仰
純

を
他
い
ま
す
ね

i

た
だ
、
川
に
比
べ

て
マ
ナ
ー
は
円
以
く
な
っ
て
き
て
い
る

%
が
し
ま
す
よ
。

，一司
市

r
a

・AU

向

w
t哲
也

得
月
の
l
Hと
同
国
に

L

ば
っ
て
い

ま
す
が
、
冬
場
は
特
に
つ
ら
い
で
す

よ
、
胤
が
冷
た
く
て
。
そ
ん
な
と
き

支
え
に
な
る
の
は
、
子
ど
も
た
ち
の

あ
い
さ
つ
。「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と、

一
U
の
山
足
に
．
ん
い
刈
な
じい
を
捌

く
の
が
士
併
う
れ
し
い
で
す
ね
。

h

仰
の
辺
動
期
間
は
終
わ
り
ま
し
た

が
、
私
た
ち
し
父
辿
指
導
け
一
も
縦
私
的

に
川
動
を
続
け
、
交
通
友
情
に

一
役

か
つ
て
で
た
い
と
山
っ
て
い
ま
す
υ

交
通
指
導
員
の
み
な
さ
ん

（
敬
称
略

・
指
導
場
所
）

久
也

小
川
揃
ぷ

舜
二

山
本
町
h
ぷ
路

忠

州
一
同
協
大
引
か
げ
．
立
川
航

ぃ父ぷ山…

行
耐
火
足
以

村
民
七
ド
主
総
λ

山川

1
1

’
’4
1
 

鮫
川
公
い
十
九
山
…

検
出
山
火
ぷ
山
…

さ
み
さ
と
小
学
校
前

広
域
内
向
迫
あ
さ
ひ
野

小
織

荒
川
交
先
点

道
下
交
差
点

五
箇
庄
小
学
校
般

・
面
的
保
育
所
前

横
水
交
差
点

長水由
原島井

水

野

敏

男

清

水

英

信

臼

本

節

子

小

林

一

幸

字

国

麻

子

永
口
百
合
子

西扇篠長中
田笛田谷島

重悦 柴
平 日子徹宏子

Eョ，
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キラキラいい領
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なかま芝ぢ
アサヒジュニアテニス

陶
の
道

主下－
の
道 彦

な
な
い
ろ
K
A
N

陶
五
仁
JM

彰
さ
ん
（
…
以
下
）

野
村

「こ
の
迫
に
人
り

ω年
。
節
向
と
し
て
、

次
の
仕
併
の
ス
テ
ッ
プ
に
な
れ
ば
・
・
・
」

な
な
い
ろ
K
A
N
陶
芸
て
腐
の
野
村
彩

田
中
亜
有
人
くん

桜
町
の
問
中
弘
明

・

凶
英
さ
ん
夫
主
の
長
男

（平
成
同
年
5
月
部
門
生

四

杉

香

穂

ち
ゃ
ん

不
動
掌
の
凹
杉
昭
康

・

釘
英
さ
ん
夫
裂
の
三
女

（
平
成
ロ
年
9
月
日
日
生
）

「ジュニアテニスの仰閏たちj

さ
ん
が
、
陶
去
の
迫
を
歩
み
始
め
て
初
年

の
節
刊
を
記
念
し
4
川
お
け
か
ら
初
川
ま

で
、
「
陶
泊
J

・1
年
以
」
を
開
似
し
ま
し
た
《

「み
な
さ
ん
作
品
を
じ
っ
く
り
礼
て
い
か

れ
ま
す
」
と
H
を
釧
め
る
町
村
さ
ん
は
、

以
郎
、
山
山
山
な
ど
で
も
修
業
を
市
．ね
た

あ
と
州
郷
、
附
相
臼
年
いいれ仲
川
焼
の
窯
を

附
き
ま
し
た
。

今
川
の
作
品
は
、
こ
れ
ま
で
の
少
み
を

思
い
返
し
な
が
ら
制
作
し
た
も
の
で
、

「初

年
前
に
始
め
た
こ
ろ
は
、

川
作
代
が
多
か

っ
た
こ
と
を
党
え
て
い
ま
す
。
m
ω
作
山
川
は

な
ぜ
か
焼
き
物
が
必
れ
に
必
れ
た
。
そ
し

て
、
今
は
ぷ
人
の
焼
き
物
が
ブ
l
ム
。
長

い
よ
う
で
制
い
年

H
の
中
で
、
こ
う
い
う

大
き
な
う
ね
り
を
体
感
で
き
た
こ
と
は
感

慨
深
い
で
す
ね
」
と
、
ま
さ
に
陶
迫

ω年

の
少
み
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

な
な
い
ろ
K
A
N
で
も
オ
ー
プ
ン
以
米
、

陶
ぷ
体
験
数
本
の
桁
将
も
行
っ
て
い
ま
す

「げ
は
陶
公
作
川
と

．．
 

，
い
え
ば
、
お
金
持
ち
が

越
川
怖
で
W
U
H

い
出
め
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
だ
れ
も
が
’
H
分
で

作
川
を
制
作
で
き
る
時
代
。
ぜ
ひ
、
な
な

い
ろ
K
A
N
で
、
世
界
に
一
つ
、
円
分
だ

け
の
作
品
を
作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
｝
と

話
す
野
村
さ
ん
内
身
も
、

「こ
れ
か
ら
も
新

し
い
技
法
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
」

と
立
欲
的
。

野
村
さ
ん
の
陶
辺
は
、

以
い
辺
の
り
で
す
。

さ~~.やかくん

大
菅
淳
史
く
ん

（下
道
下
）

さ
み
さ
と
小
学
校
6
年

ぼ
く
の
将
米
の
必
は
、
作
絞
れ
に

な
っ
て
み
ん
な
が
宏
心
し
て
く
ら
す

こ
と
が
で
き
る
町
を
つ
く
る
こ
と
で

す
。ノ

ト
ロ
ー
ル
し
た
り
、
取
り
締
ま

犯
非
の
な
い
川

に
し
た
い
で

す
。
そ
し
て
、

み
ん
な
か
ら
頼

り
に
さ
れ
る
よ

り
を
し
た
り
し
て
、

う
な
人
に
な
り

た
い
で
す
。

大
矩
穂
菜
美
さ
ん

（山崎
、新
）

あ
さ
ひ
野
小
学
校
6
年

私
の
将
ぃ
米
の
必
は
、
，
y
供
た
ち
が

何
日
保
行
所
に
米
る
の
が
楽
し
く
な

る
よ
う
な
似
行
上
さ
ん
に
な
る
こ
と

で
す
子
を
つ
な
い
で
間
歩
し
た
り
、

流
い
た
り
、
笑
っ
た
り
、
小
さ
い

f

供
と
遊
ぶ
の
が
大
好
き
だ
か
ら
で
す
。

』
だ
れ
に
で
も
陵

町
』

・

3

署

F
Jち
し
く
て
、
み
ん

F

ぞ

！

な

か

ら

好

か

れ

3

る
保
打
上
九」ん

に
な
り
た
い
で

す
。

江端克彰さん凶Jお桜lllf)

一こぶしの厄（入削f)一一

子どもたちは 1人ひとり個性力、違っていてみんなすばら

しい。 The family of man （人は誰でもひとりぼっちじゃ

ないよ。）

アサヒジュニアテニスは、ひとつの団というよリ少し大

さなノアミ リ一人近い集まりです。いつも真剣に黄色いァ

ニスポールを打つ姿はとってもすてきです。時々コーチに

怒られる子もいますが、教育的な I叱るjではなく愛情を

持つての f叱るjなのでとても素直に聞いてくれます。

また、テニスは簡単そうですが、意外と難しいスポーツ

です。ゲームが出来るようになるには根気よく練習し、あ

る程度上達しないと面白昧が分からないので、幼いころか

ら学ぶほうが有利です。楽器にたとえると一.J ＇＼イオリンで

しょうか。子どもたちは本物のゲームが出来るようになる

と、だんだんハマっていきます。 Iはまる深さJその能力

が才能となって開花するのでしょう。 fテニスを選んで良

かったjそう思ってもらえればうれしいて・す。

モットーである、いつも問るく、 I元気 ・本気 ・根気j

の三つの気とやさしさ、ありがとうと思う心をずっと持ち、

テニスを楽しむことによって、 1人ひとりが満天の星のよ

うに輝いて幸せになってほしいと患っています。

（常石

ま
だ
ま
だ
以
い

記）

拓
也
く
ん

（辻岩崎）

あ
さ
ひ
野
小
学
校
6
年

ぼ
く
の
将
米
の
拶
は
、
プ
ロ
野
球
選

千
に
な
る
こ
と
で
す
。
今
は
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
を
や
っ
て
い
ま

す
。
ソ
フ
ト
は
、
と
て
も
決
し
い
で
す

3

で
も
、
プ
ロ
が
な
い
の
で
、
町
球
で
が

ん
ば
り
た
い
で
す
。
イ
チ
ロ
l
選
F
の

谷回同桜
祐
規
く
ん

（桜
町
）

五
箇
臣
小
学
校
6
年

ぼ
く
の
必
は
、
山
菜
を
す
る
こ
と

で
す
。
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
と
い
う
J
出

を
山
き
、
山
い
似
…
の
山
中
で
肝
来
や
米
を

作
り
、
山
山
川
に
干
さ
し
い
仕
事
を
し

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
一次
A
K
で
お
い

し
い
お
米
を
つ
く
り
た
い
で
す
v

世
の
申
に
役
立
つ
仕
事
を

一
川
祉
の
乍
校
を
ヤ
業
し
、

川
か
ら
人
向
山
川
の
こ
ぶ
し
の
低
で
働

い
て
い
ま
す
。

高
校
の
こ
ろ
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
施
設
に
行
っ
た
り
、
興
味
や
関
心

は
あ
り
ま
し
た
が
、
高
齢
化
の
時
代

を
迎
え
、
な
に
か
刊
の
小
に
役
に
し
以

つ
こ
と
を
し
た
い
と
巧
え
、

Mm批
の

こ
の
4

辺
を
巡
び
ま
し
た
e

大
生
な
社
引
で
は
あ
り
ま
す
が
、

や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
た
だ
、
実

仰
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
時
と
追
い
、

武
任
の
慌
た
』
は
悔
く
感
じ
て
い
ま
す
‘

こ
ぶ
し
の
出
で
は
、
一
辿
所
の
ん万々

の
判
中
ー
を
し
て
い
ま
す
が
、
ふ
だ
ん

し
ゃ
べ
ら
な
い
店
が
、
来
し
く
品
を

し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
な
ど
、

特
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
ね

G

休
み
の
日
は
・
’
pn恒
て
ま
す
川
一
ま
だ

ま
だ
、
今
の
壮
一
下
に
い

っ
ぱ
い
い
っ

ぱ
い
で
、
悩
れ
て
州
主
す
る
こ
と
が

多
く
、
と
に
か
く
、
似
て
ま
す
ね
。

少
し
ず
つ
削
れ
て
は
き
ま
し
た
が
、

も
う
少
し
余
怖
が
川
で
き
た
ら
白
栴

の
勉
強
を
し
た
り
、
旅
行
に
行
き
た

い
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

以
後
に
ひ
と
こ
と
。
制
川
町
山
身

で
外
へ
山
て
行
っ
た
み
な
さ
ん
、

U

タ
ー
ン
就
臓
を
し
て
、
刈
っ
て
き
て

ほ
し
い
な
あ
の

E回・



』

』
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． 4 彼

稿
コ
ー
ナ
ー

下
そ
で
じ
ゃ
な
き
ゃ
い
ら
れ
な
い

円
も
徐
々
に
附
え
て
き
ま
し
た
ね
。

と
川
叫
に
ジ
メ
ジ
メ
し
た
け
も
。
ど

ち
ら
に
し
ろ
制
反
の
介
凶
。
抑
闘
が

川
け
れ
は
次
は
un
い
よ
防
が
待
ソ
て

い
ま
す
。
A
r
仰
は
円
以
に
向
け
て
突
き

進
ん
で
い
き
ま
す
c

と
い
う
わ
け
で
今
ハ
け
の
テ
l
マ

は
「
初
夏
の
に
お
い
」
で
す
。
テ
ー

マ
が
さ
わ
や
か
な
せ
い
か
、
た
く
さ

ん
の
投
前
が
あ
り
ま
し
た
。
ご
印
刷
介

し
ま
す
。

最
近
、
朝
は
濃
い
め
の
霧
が
出
て

マ
ス
。
こ
れ
っ
て
初
夏
の
し
る
し
な

の
で
し
ょ
う
か
？

（
P
N夢
幻
さ
ん
）

⑪
引
起
き
に
し
か
わ
か
ら
な
い
に
お

い
で
す
ね
。

初
夏
の
に
お
い
で
す
か
。
い
ろ
い

ろ
し
ま
す
ネ
。
っ
て
ゅ
う
か
夏
が
私

町長のひとりごと

d 

JlliJ[JU③ 
を
呼
ん
で
い
る
・
・
・
け
で
も
署
い
の
め

い
わ
く
デ
ス
。（p

．N
A
M
瀬
理
奈
合
さ
ん
）

＠
ど
っ
ち
ゃ
ね
ん
一

6
月
な
の
に
コ
タ
ツ
が
出
て
る
私

の
家
っ
て
・
：
何
？
っ
と
い
う
こ
と

で
、
コ
タ
ツ
が
片
付
い
た
ら
初
夏
か

な
あ
と
。
：
・
あ
あ
変
な
｛
象
。

（p
．
N
ア
マ
グ
リ
蝶
さ
ん
）

⑬
6
川
に
コ
タ
ツ
：
－
H

糸
川
ら
し
き
ミ

ス
マ
ッ
チ
で
す
ね

で
は
以
後
に
、
制

n川
な
ら
で
は

の
怠
日
比
を
2
つ
。

初
豆
の
に
お
い
：
・
や
っ
ぱ
り
庭
や

山
の
新
緑
で
す
か
ね
。
あ
と
、

6
同

と
い
え
ば
梅
雨
の
キ
セ
ツ
。
通
学
が

大
変
な
ん
だ
よ
う
。
あ
、
で
も
、

雨

の
中
の
ア
ジ
サ
イ
は
き
れ
い
だ
ね
。

（p
．
N
用
之
円
猫
さ
ん
）

初
夏
の
に
お
い
つ
ス
か
1
0
や
っ

ぱ
『
山
』
。
だ
ん
だ
ん
雪
が
消
え
て

緑
色
に
染
ま
っ
て
い
く
：
い
い
な 院週初草創作d)＇ ~I t"l中.f> .1:"1 
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fr 

｛お
川
り
さ
ん
に
な
っ
て
州
し
と
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山
崎
保
育
所
の
巻

〔銀
歯
っ
て
い
い
な
・
：
竺

（

4
ぬ
川
ん

u
j
内「
U
N
ち
ゃ
ん
、
知
山
川
入
れ
て
い

い
な
｜
！
ど
う
し
て
釦
同
人
れ

ニド〉－
－

．

＆
J
ふ
U

’
』

ム
ハ
一
え
ー
と
山
尚
あ
っ
た
か
ら
」

I~ 
n 

U
く
ん
も
飢
尚
入
れ
た
い
つ
」

れ
ば
い
い
つ
」

k

h
y
A

「お
竹
下
し
と
ら
っ
し
ゃ
い
」

｛以
(i 

「VA
ち
ゃ
ん
の
お
付
さ
ん
は
K

あ
。
新
緑
と
残
雪
が
同
居
す
る
山
が

好
き
で
ず
。
朝
日
町
に
生
ま
れ
て
良

か
っ
た
な
あ
と
思
い
ま
す
ね
。

（p
．
N
正
興
彰
悟
さ
ん
）

⑪
こ
の
必
見
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

し
た
。
ず
っ
と
守
っ
て

い
き
た
い

「
に
お
い
｝
で
す
ね
。

来
月
号
の
テ
l
マ
は
「
夏
休
み
の

計
画
・
目
標
」
で
す
。
少
し
い
い
で
す

が
、
こ
の
以
の
は
川
州
や
す
で
に
決

μ

し
て
い
る
梨
し
み
な
，
h
J

辺
、
一
五
則
し

た
い
け
傑
な
ど
を
川
い
て
辺
っ
て
く

だ
さ
い
。

も
ち
ろ
ん
メ
l
ル
で
の
投
稿
や
ご

芯
見
も
受
け
付
け
ま
す
。
ア
ド
レ
ス

は－
6
7
0
＠
5
毛
コ
－mwωoz

・
円

O
V益
ヨ
m乙℃

た
く
さ
ん
の
投
稿
お
待
ち
し
て
ま
す

※
投
稿
者
の
み
な
さ
ん
へ

氏
名
の
細
川
慨
が
附
る
助
作
は
、
氏

名
の
ほ
か
に
「
料
名
希
叫
し
｝
や
ペ
ン

ネ
ー
ム
を
お
代
い
き
く
だ
さ
い
。

U
，
、
ん
「
人
れ
ん
！
だ
っ
て
虫
市
に
な

ら
ん
か
ら
！
」

llt! 
γI 

｛山
山
州
に
な
っ
た
ら
知
山
に
す

ち
ゃ
ん
に
川
し
て
く
れ
る
ん
？
」

K
士
e
h

『
別
ね

ホ
テ
ト
サ
ラ
ダ
作
つ

るつ・｝

U
〈
ん
「出
備
に
な
っ
た
ら
川
上
人
れ
る

〔お
母
さ
ん
大
好
き
〕一5雌

児

k
t
A
「
先
生
川
一
お
舟
さ
ん
役
に
な
っ

て
く
れ
る
つ
私
た
ち
お
姉
さ
ん

役
に
な
る
か
ら
』

身
近
な
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
リ

広
報
あ
さ
ひ
此
ぴ
み
ら
l
れ
テ

レ
ビ
行
政
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ャ
ン

ネ
ル
（
5
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
で
は
、
み

な
さ
ん
の
身
近
な
仙
怖
を
お
伴
ち

し
て
お
り
ま
す
。

《
問
い
合
わ
せ
》

役
均
総
務
胤
総
務
的
制
係

（宮
役
叫
内
総
2
1
4）
ま
で
。

て
く
れ
た
よ
」

u
k
h
λ

『
お
川
り
さ
ん
ね
え
l

ま
占
ご
み

っ
て
名
前
な
が
に

ち

’〉
，， 
L 

引
に
品
取
っ
と
る
よ

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
－
」
と
で
し
た

〔む
し
パ
ン
〕

3
成
山

ほ
し
ぶ
ど
う
が
つ
い
て
い
る
お
や
つ

の
む
し
J

ン
を
けん
で

Y
く
ん
「
今
U
の
お
や
つ
、

だ
ん
ご
む

し
の
ノ
ン
や
ね
l
」

保
門
L
L

「
え
ー
っ
つ
だ
ん
ご
む
し
つ
」

Y
く
ん
で
つ
ん
・
：
ほ
ら
」

と

ほ
し
ぶ
ど
う
を
指
さ
し
て
い

た
Y
く
ん
で
し
た
。

廊
句
。
ィ
ズ

~~ 

〔問
題
〕

①
5
ハ

m
uに
A
H
併
協
議
会
が
設
以
。

参
加
し
た
の
は
l
出
O
川
つ

A 

B. 

8 

c. 

3 

6 

②
析
し
く
始
ま
っ
た
資
源
物
川
似
広

川
吋
利
川
で
き
る
の
は
け
附
と
つ
・

八

;]<. 

l~. 

．、Hι
A4
仙
川

c. 

11i'ri 

〔応
募
方
法
〕

合
は
が
き
に
答
え
の
記
号
、
主
r
庁、

’’E
－ロ’

氏
名
、
年
齢
を
内
い
て
6
月
行
日

ω

（中！
日
消
印
有
効
）
ま
で
役
場
総
務
課

総
務
仏
報
係
（
一
T
m
w

・0
7
9
3朝
川

町
泊
．
卜
l

l
3

3
｝
へ
法
っ
て
く
だ

．‘‘．
3
 

L司

C
t
v

州
選
で
3
人
に
凶
九
み
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す

先
川
口
り
の
中
l
選

行
は
、

P

N
胤
川
一
麻
沙
さ
ん

p 

N 

み
さ
お
ば
ば
さ
ん

p 

ホ
ッ
ト
マ

ン
さ
ん
に
決
ま
り
ま
し
た

遅らせての田植え、位作

で品質の良い「おいしい明

日米Jが実ることを心から

お祈りし、みなさんのご協

力に感謝します。

きて、「新型肺炎（SARS)J。

感染被害の拡大を、連日マ

スコミが報じています。他

人ごと、速い外国での話…

では折まされません。感染

経路がようやく わかりかけ

てきましたが、 治療薬が1n~

いとの話も。文明の発展に

比例して新しい病気も発述

していきます。一日も早い

治療法の開発に期待したい

と思います。

緑の大切さをみなさんと

ともに考え、次代に伝えた

いと、「あしたの森・明11J 
の開催を引き受けることに

しました。多くの参加をい

ただき、華遊館で植樹を行

います。fあなたの緑が、あ

したの森を育てますJの合

言葉のも と、 あなたも「あ

したの森グリーン ・サポー

ターj になりませんか。向

然思かな朝日間に住んでい

ますが、今一度見つめ直し

てみようではありませんか。

気掛かりです。先が見え

ない日本の政治 ・経済に製

服しています。 f一般社員の

白金から定期昇給など年功

部分をすべてなくし、 l陥

務 ・職能給のみの完全な成

果主義に移行し、扶縫・住

宅手当も廃止するJ大手企

業が現れました。なにか名

案があり ませんか？政府に

進言しましょう。

(5月13LI記）

軍国・
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窃怨たの声を
お
便
り
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す

今
年
も

「や
ま
び
こ
通
信
」
の
刷

紙
を
広
報
あ
さ
ひ
6
灯
り
と

一
絡
に

み
な
さ
ん
の
お
宅
に
お
同
け
い
た
し

ま
し
た
。
州
政
に
つ
い
て
日
ご
ろ
感

じ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
記
入
し
、

2

つ
に
折
っ
て
ノ
リ
付
け
し
た
後
、
ポ

ス
ト
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
切
千
を

は
る
必
必
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
や
ま
び
こ
辺
一
一
い
」
で
市
せ
ら
れ
た

な
比
は
、
川
い
し
比
が
す
べ
て
川
を
姐
し
、

判
中
I
行
に
そ
の
刈
泌
を
折
ぶ
し
ま
す
。

折
ぶ
を
受
け
た
判
中
l
行
は
内
科
を
ト

分
に
訓
内

・
検
川
し
、
，
川，
能
な
も
の

L 日〕口

回E号0793

訪日 IE［~ i; 

'・ g ；州、．
凶帽南峰神.，...帽~鴎

畠，．‘・， ．

か
ら
対
泌
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
対
応
の
方
法
に
つ
い
て
は
、

お
使
り
を
寄
せ
た
いh
に
お
知
ら
せ
し

て
f
M併
を
得
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
そ
の
中
で
み
な
さ
ん
に
出

く
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
広
報

あ
さ
ひ
の
中
で
も
制
介
し
て
い
き
ま

す
。私

た
ち
の
川
を
・比
く
し
、
行
て
て

い
く
の
は
み
な
さ
ん

A

人
ひ
と
り
の

ぷ
けん
で
す
。
あ
な
た
か
ら
の
お
似
り

を
お
何
ち
し
て
お
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

ux
U芯
涜
州
市
名
月
伐
綻
系

j
J
1
4
Jり
4

1U
；
f

（包
役
以
内
料
2
1
2
）

一一

出
会
い
系
サ
イ
ト
の
落
と
し
穴

あ
る
川
蹴
古
川
電
話
に
メ
ー

ル
が
入
っ
た
。
「
フ
ア
ミ
レ
ス

で
待
っ
て
い
る
」
待
ち
合
わ

せ
の
場
所
で
は
、
附
地
味
や
タ

レ
ン
ト
の
訴
で
楽
し
く
時
を

過
ご
し
た
が
、
そ
の
う
ち
に

「
れ
分
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
ネ
ッ

ク
レ
ス
だ
」
と
れ
ん
せ
ら
れ
防

人
す
る
引
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。突

約
引
い
U

に
サ
イ
ン
し
て
金

制
を
比
る
と

1
2
4
．
ん
川
も

の
い
い
似
央
約
に
な
っ
て
い
た
。

よ
く
々
え
る
と
一
川
制
で
払
っ

て
い
け
ず
、
解
約
し
た
い
：
。

凪
（
牲
を
福
話
等
で
呼
び
出

し
、
高
額
な
商
品
等
を
購
入

さ
せ
る
商
法
を
「
ア
ポ
イ
ン

ト
メ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
」
、

制II周辺 卜1I 3:l 

と
が
賢
明
で
す
。
ま
た
、
契

・四

（4
／
お、

県
高
校
春
季
柔
道
大
会

幻
富
山
市
）

V
男
子
マ
は
W
M綴
1
位
ん
十
回
貨
範
マ
引

岡
純
1
位
山
本
任
竜
也
マ

l
O
O
M級
2

位
安
遥
洋
平
V
K
4
8マ
臼
ほ
桜
2
位
東

五
郷
マ
訂
以
級
3
位
越
川
裕
丹

県
高
校
春
季
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
大
会

（4
／
幻
宇
奈
月
町
）

。

V
シ
ン
グ
ル
ラ
ウ
ン
ド
V
引
f
マ
川

体
2
似
泊
一
川
校
マ
例
人
l
悦
仙
本
壮

ン～

3
怖い仏
W
M
沙

v
k
f
マ
川
体
2

似
山
・川
校
マ
例
人
2
仰
木
山
防
f

V
ダ
ブ
ル
ラ
ウ
ン
ド
マ
k
f削
人
2

1N
以
ハ
タ
市

県
一
両
絞
春
季
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大

会

（4
／
お
砺
波
市
）

V
引

f
l似
山
刈
校

と
な
み
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
マ
ラ
ソ
ン

（4
／
お
砺
波
市
）

V
2
M
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
印
l
似
浜
川

h
x
h
・

t
r

x
f

、t
d

j
q
，、

・第50回下新川郡民体育大会

1日伺～15日（印都内各会場 8:10～
・下新川郡・黒部市ジュニアサッカ一大会

ア日出 多目的広場 9:00～
・下新川郡中掌春季大会

8日目～15日（印郡内各会場 8:30～
・羽田オープンテニス大会シングルス

15目白）テニスコート 8マ30～
・町民コルフ大会

15日但）棚山ゴルフ倶楽部 8:30～ 

・新川地区中学バスケットボール大会

20白幽 サンリーナ 9:00～
・新川地区中学柔道大会

20白 幽 格 筏 釜 9:00～
・町民サッカ一大会

228但）多自的広場 8:30～ 

・第23回目I老連ゲー トボール大会

25臼(7.1<) 多目的広場 8:30～ 

・全日本壮年ソフトポール県予選大会

29日（印総合グランド

・町民バ ドミントン大会

29日伯）サンリーナ 8:30～ 

・町民卓際大会

29日目サンリーナ 8:30～
※臼程は変廷になる場合があります。

6月のスポーツ
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医療の現場から
あ
さ
ひ
総

病

思
窓
山
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科
大
学

肝炎ウイルスの検査で
陽性といわれたら
最近、健康診断でB型やC

型の肝炎ウイルスを調べるよ

うになり、自覚症状がないウ

イルス陽性者が見つかるよう

になりました。肝臓は予備能

力に富む臓器なので、 慢性の

炎症があっても身体に症状が

出ないことが多いのです。 し

かし、これらのウイルスは慢

性肝炎や肝硬変の原因とな

り、肝臓ガンが発生する確率

が高くなります。

肝炎ウイルス検査が陽性と

報告された場合は、肝炎がお

こっているかどうか、 肝臓の

能力がどれくらい保たれてい

る力＼肝臓に腫蕩ができてい

ない力、どうかをしっ力、りと調

べる必要があリます。

具体的には、 血液の検査で

炎症の程度や肝炎ウイルスを

構成する核酸や蛋白をみた

り、超音波やCTを使って肝

臓の写真を撮ります。

肝炎ウイルスの検査が陽性

でも、 詳しく調べるとウイル

スがいないことや、治療が必

要でない場合もあります。 昔

はウイルス肝炎には良い薬が

なく、完治することが困難で

したが、今ではインターフ工

口ンなどの抗ウイルス薬が使

えるようになり、患者様の予

後はめざましく改善していま

す。

肝炎ウイルスの検査で陽性

といわれたら、肝臓専門医の

受診をお勧めします。

安
村

敏

医
師

－・



News & Topics 

大輸のシャクナゲがお出迎え
一境・護国寺でシャクナグが満開一

［シャクナゲ寺jとして、舎や町に欠かせない

観光スポットとなった境・護国寺。 さ吉年もまた約

300株のシャクナゲが見事に咲き誇り、訪れた

人々を楽しませました。

ゴールデンウィーつ期間は、恒例の「石楠花を

観る会jの開催ゃあさひガイドグループによる圏

内のガイド、庭園のライトアップも行われ、花を

パックに写真を撮ったり、 f臼とピンクのトンネ

ルjをくぐり、ため息をつく姿があちこちで男ら

れました。

伝統を受け継ぎ、初夏を運ぶ
一宮崎地区で稚児舞一

豊漁豊作と家内安全を祈る町無形文佑財の稚児

舞が5月3日、4巳の両日、宮崎地区で行われま

した。

今年の踊り手は、小掌2年生から4年生までの

総勢15名。今年は初めて、父親が宮崎出身で現

在、泊在住の高橋和帆さんも加わり、3月下旬か

ら約1力、月に及ぶ特訓を続けてきました。

男のラの元気な［槍踊Jと、女の吾のかわいら

しい 「扇舞jは、今年もまた、宮崎に初夏の陽気

を運んできました。

奮の紙山は大にぎわい
一切山山頂で「減山まつりj開催一

山開きを兼ねた f籾山まつりjが4月27目、服

山山頂で開かれました。

山頂にある脇号八幡宮奥富での掃事に引き続

き、ウオークラリーや拍選会、特産昆の販売、豚

汁の無料配布も行われ、約400人が集まった山頂

はにぎわいをみせました。

宮崎地区歩こう会ゃあさひわんぱく遊びサーク

ルもまつりに参加。関係者だけでの神事から、参

加型のまつりに変わって3回目の今年も、大勢の

人々が蓄の純山を楽しみました。

I鮮やかな緑明日につながるj
一［あしたの森・朝日j開催一

植樹を通して緑の大切さを次代に伝えようと

「あしたの森・朝日jが5月18日開催され、植樹会

場の大家庄華遊館には各種団体や一般の参加をあ

わせて約550名が、女優・翼野器吾さんの講演会

場となったサンリーナには約8008が集いました。

魚津町長、梅沢北日本新聞社長らによるシダレ

ザクラの記念植樹に引き続き、参加者はアジサイ、

サザンカなど21種、約500本を植樹。土をかける

その手には、 fあしたの森jとなるようにとの願い

がこめられていました。

掘り出し物を探せ！！
ーなないろKANフリーマーケットー

毎年蓄と秋の恒例となった、なないろKANのフリ

ーマーケットが5月3日、同所のもぎたて館と芝生

広場を会場に開催されました。

この日は、天候にも恵まれ、町内だけでなく、魚

津市、富山市、青海町などから27店舗が出店。それ

ぞれの店で不用昂や手作りの昂を販売していました。

ミ子どもが店蓄をし、お客さんと ［商談jする光景

も売られるなど、出店者と訪れた人々が、フリーマ

ーケット特育のほのぼのした風票と、晴天の青空を

満喫した一日と怠りました。

Ne~s .~Topics 
広報係では、あなたの回りの身近な話題を待っています。

宮 83・11 00 内線213へ

f初代新エネ博士jの爆笑教室
ーさみさと、あさひ野小学校で新エネルギー教室一

新エネルギー財団、中部産業局、町が主催する

「新エネルギー教室jが4月22日、 さみさと、 あ

さひ野両小掌校で開催されました。

太陽光発電や風力発電について楽しく学ぶこの

新工ネルギ一教室は、「初代新工ネ博士Iに認定

された漫才コンビ ・ダムダムダンが先生役。爆笑

（？）ギャグを交えて、新エネルギーの学習、ソー

ラー力一工作などに取り組みました。

作った、ノーラー力ーがライトの光を受けて走り

出すと ｛うお一つjと歓声が起こり、児童たちの

エネルギーをも感じた教室となりました。

・国
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。人をいたわり o人を愛し 0人を信ずる

このII）が社会福祉の／（）である。

o人を理解しo人をいつくしみ

社会福祉協議会だより

ふくし＠怠；
健康インフオメーシヨン
問い合わせ：保健センター

－日本赤十孝社朝日町分区

・朝日町民生委員児盆委員協議会

朝日町社会福従協議会は、みなさんとともに熔織の福祉向上を
目指す民聞社会窃祉団体です。

《以下の量産務も行っています》

．朝日町ボランティア包ンター

．朝日町善窓銀行

．共同募金会朝日町室会

※母子手帳持参宮 83-3309

場A
A

－
A
 

J I I二｜
受 付 時 間

ヰ1 業名
（対象者等）

朝日町福祉センター内

岱 83-0576 四83- 1589

事務所

i以陛センター

6) 1611・1311・

2011 2711 
L、ずれも（金）

9・30～

健康体操教室

平成14年度朝日町社会福祉協議会の事業報告・決算報告
朝日町社会福槌協議会の評議員会が5月23臼に開催され、平成14年度事業報告、決聾が承認され

ました。収支決算は収入が28,607,786円、 受出が28,422,327円で、 差し引き185,459円は平成

15年度に繰り越すことになりました。

．支 出 ｛使ったお盆）

計28,422干円 単位ー干円

・ 収入（入ったお金）

計28,607千円 単位干伺

小
松
菜
と
し
め
じ
の

サ
ッ
と
煮
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ネ
ル
ギ
ー
川

k
c
a－

出
分

ω
g

( (r;包fi")

保健センター

6JI 6 I I・ 1311・

2011・2711

L、ずれも （金）

9:30～l I :30 

健康相談

名人制祉センター

6 J J 311・I011・

1711・2411・

7 JJ I 11 

いずれも （火）

13:30～J 5:00 

（相談fr；守rn・・）

* ;:r,2 令Iii~nは保健センター
で栄録制談

事録賞
10,134 

15年度への繰越盆

185,459円

補助金・助成金 14,995 

受託金 3,795

だし汁ーハ…・・・・・lカップ

(fLI胤だしの来少々 ）

しょうゆ.・Aさじlと1/2

みりん ー ー大さじ l

i ll~ ・・ー … ー大さじ l

材料（5人分）

小松菜 ・・・l把（200日）

しめじ...lパック（ J50g)

ll不q-11去J... ・・・・・・200g 

）＇，・集約｝ .・ハ ． ，・・Aさじ3
亦！庁、（( ••••• ••••• •• • I本

!iH't-集落センター
6JJ I J 11 （ノド）

13:30～15:00 

．生活福祉資金活用の推進

．善意銀行の活用事業の推進

預託 ・浄財601午、 物品1i牛

．共同募金運動の実施

．日本赤十字社業務の推進

．民生委員児童委員協議会業務の推進

h引 がり
~ あたたかい，ち

。〉朝日町善意銀行（4月11日～5月10日）

;k口tJ11犬さんから亡母百合

子さんが1=.白ijお世話になったお礼

l 00,000円

．市川市 故松本昇さんの氾志によ

り生前お1吐話になったお礼として

10,000円

•＊点都 山田浩平さんから故郷朝

同mrの栴祉と間性化を願って

3,0001司

‘’宵lll;{J

として

－ひとり暮らし老人ふれあいうンチ

サービスの実施

’ひとり暮らし老人等配禽サービス

の実施

－福祉機器の貸出事業（車いす、 工

アーマット等）

．ボランティアセンター活動事業

・登録、あっせん、相談事業の准進

・情報誌 「ハー トフル朝日Jの発行

（年2回）

－ボランティア講座（体験 ー入門、

異種間交流）

－第10回ボランティアの集いの開催

・ボランティアグループの育成、活

動保険事業の推進

－ボランティア推進校の育成（/j ＼申

掌授 ・高校朗成）

．歳末たすけあい運動

’在宅350名、入院・入所者290名

に男舞金

共同募盆配分金2,645

．広報啓発事業

・広報［ふくしの窓Jの掲載

－第44回社会福祉大会の開催

．新成人者への福祉活動の雷発

．麓助会員募集の啓発

．地域福祉活動の推進事業

－ふれあいのまちつ。くり事業

ふれあい福祉センター （専門 ・悩

みごと相談）、 ふれあい推進委員会

．介護予防 ・生活宣捷町受託事業

IS＼れあい－いきいきサロン、車い

す移送車の員出し、家族介護者元

気回復事業

－参加型福祉社会推進事業の推進

（山崎 ・南保 。宮崎地区）

－地既福祉活動推進事業の推進

（参加型除く7地区）

・出前福祉講座の開設（4地区社協）

・福祉関係団体の青成（12団体）

．在宅福祉活動の推進

（作り方〉－

①小松菜はサッとllu{ゆて’して、似を切り落として 4

Yくらいに切る。しめじはイiづきをとってほぐす。

新川f'／生センター

6) 1211・1611

L、ずれちりJ)
13:00～14:00 

心の健康相談

f予約；fillですが屯請での’立けf・tlf)
｜ちしますニ（1152-1224) I 
lJ!liほう11~人の州議ち交！？ます j

② /14{1士lは4γのl~さに切り、）＇，·~粉をまぶして、熱

i誌でゆでる。J1;1,1f'( （は11<でもどして、へたと樟

をとり、斜めに切る。

女性の健康相談

③ 鍋 にだし汁 （干II胤だしのぶ少々）を；夜半て、しょ

うゆ、みりん、 i~~ ＇ 1)i";J,1f ・（：チを入れて、しめじ、

小松本、）傾向をそれぞれ椛り付けても良L、。

おi川厚生センター
foj控！ ~引IM11 

13:30～15:00 f !.t,'.Nl羽から挺11'-!91に ii る ~fl:の l
L身体的 ，f削！肝j脅迫み J 

保健センター
6) ]2411 （火）

13:00～13:30 

4か月児健診※

6月の休日救急診療当番医諮~~~～午後間

1日（日） 松富医院 包82-0051

8日（日） 丸川病院 fi83“3391 

15日（日） 高僧医院 fi82-0010 

22日（日） iN 東 病 院 fi83-2299 

29目（日） 寺崎医院 fi82-1118 

(I 5i1.・2Jl’じまれ）

3歳児健診※
(11 f下12n、12'.I'-I J J 'I＝.まれ）

0結綴住民健康診断 ・基本健康診査の日程は、平成15年度保健カレンダ
ーをご覧ください。

O未受診者健診の個別の案内はありませんので、受診される方は当日直
接ご来場ください。

保健センター

保能センター

6) 11711 （火）
9:30～1 0 00 

6) J 511 （~、）
13:00～13:30 

9～10か月児健診※
(14if8fl、9JJ1I＝.まれ）

・園
このページは、一部共同募金の配分室で発行されています。第2・第4土臨日は外来休診（試行）です。

急患は夜間・休日を問わず、 24時間いつでも受け付けします。H83-1160 0あさひ総合病院
置鴎
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IUvi119 ll llf⑥r町四ti~ll

－申し込み・問い合わせ あさひ総合・

シャドーボックス教室 ：病院1）ハピリテーションセンター （fi ~ 
日時 6凡2911、7月6円、 201I、： 83-I 160内紛1155) 

8JJ 311、1711

待問午後211－）＇～411-t

会場 正副十’‘ti＂／釘ifiJfli唐家

講師 若山1i存f；γj:_

定員 20名

内容 動物や化をテーマにした作品

を2つ作成し、 ＇＇／＝1りする。

受講料 I I円1500111

材料費 3.500111何度

申し込み 'I=. iJ I'''/: It＇／釘（（n82-J 294) 

6月5卜1より’下？？館 lI常に 11しl~ コ

ーナーを設けます。

·~姐§哲！

児童手当を支給
け1請におtづき、 6t＆になった年位・

の終 fの灯まで、児童の保護行に児・

前手当を支給して います。 （ただし、

l附！？制限があります）

.fi'i ?it者は i:[l ~：＼＼＼＇i；と j創出を持参のうえ、

役場健康制ト11:.w地域福祉係（公抗11

は勤務先）でl続きしてくだぢい。

なお、引イ｜：山「j＇~ 手 当 を受けている

商取’；1または説明u九に佐川する

：はかりは、，n・世i去により引の検査を ：

：受けなければなりません。

名事業所や学校などでJllL、られる ：

：はかりの般行を次の［I刊でfi~ 、ます。：

この険・ttには千数料（ I fl250～ ：｜ 約40年にわたり消防団に貢献し、

~ 2,2001'1、附知によってwなりますl: I昭和60年に消防庁長官表彰を受け

計量器の定期検査

：が必史です。なお、 。法1するえ［・llt器；
：をお持ちで、「j屈託IIはがきjが届いて

： いない／j は 、 fl t易商て観光.：~！ (fi役 ：

：場内総151）へ述絡してください。

6月10日ω10:30～15:00 あさひ野小学校

6月11日掛 10:00～15:00 朝日町役場

10:30～12:00 
カルチ？－センター
みやさき

6月12日制

13:30～15:00 あさひ総合病院

コミュニティ助成で、
祭り用備晶を整備

栄えある受章
おめで乞うご、さやいます

勲春
朝日町立φ央図書館（包83”0574)六 の

手叙
瑞勲
,.,..,. 
_},_ 
J弘

企 平

越津希彦さん（｝3~~r)

新しい本
a9  
ももこの21世紀日記 N’02 

：人形を播てる 藤堂志浬吾

－深尾くれない 宇江佐翼1霊

陰陽師太檀ノ巻 夢枕摸． 
宮尾本平家物語3 宮尾登美吾

鎮火報 日明容、

しょっぱいドライブ 大道珠置

オキーフの恋人オズワルドの追憶

（上下） 辻 仁成

愛がなんだ 角田光代

さくらももこ ；秋に墓標を

るなど消防活動に尽力されました。

もっと煮え煮えアジアパ一伝

鴨志田穣・西原理恵与

光に向かつて1D1地よい果実

高森顕徹

ひきこもり等家族教室
II 富山お湯道楽ふるこ～す

北日本新聞社刊

ビッグフアツトキヤツト、街へ行く

向山貫彦 ・たかしまてつを

「都市再生Jを問う 五十嵐敬喜他

新聞は生き残れるか 中馬清福

リストラとワークシェアリング

熊沢誠

：対象 ひき こもりや｜’ll~l 傾向などの

IHI!起で悩んでいる家政

：日程

6月4目。1.1<) 1 1 月 5 目。~

ア月2日(JJ<) 12月 3 目。~

8月6 日~）＜） 平成16年1月7目。ω
9月3日附 2月4日倒

10月1目。1.1<) 3月3日附

クジラと日本人 大隅清治

E圃・F.¥i，’
本格小説（上下） 水村美苗

女（ファム） 藤田宣永

モラルの罵 霊樹静菩

家族のいくさ 清水一行

風変りな魚たちへの挽穀 稲葉真弓

：時間 午後2時～311.'t30分

rn工；fiEi以{i会、草野拍Iitt!f:保存会： 問い合わせ 新川咋’I＝.センター

：場所 新川厚生センター

人は f川市： 了勺割引j市 J を t~｛II '1する ：は、 OHlI’lifl総合センターによると主： ：Ui;il>iii 11:1！切新343(2152-2647) 

必認がありますので、指定の！日J11ま ・くじ；＂f・ ｝~立広報 ・j •；来の助成を叉け、祭

でに提出してくださ L、 ：りn1耐i111111を？；予備しました。

詳し くは健jぷ悩祉課地域悩ti!：係（宮 ：

役邸内線144）まで。

介護機器体験教室
日時 71-1 3 Ii（村、 I l丹6「｜（村

午後日l午から 41時

場所 笛！｜｜県バリ アフリーモデルll：主

（人長fll f総 U"~ ！辺動公岡敷地1 J,j )

対象 介護保険制度、介護機加に興 ：

｜床のある＂h

受講料 30011] 

内容 ①講義rfr，担保険制度についてj

②介，i引準法J干lj川体験（リフト、

iむf11J1I川、すて千）

定員 6名

臨型・

年金だより

ゴシップガール

プレイ （上下）

コドモノク二

大沢在昌

セシリ － ・V Z 

M ・クライトン

長野まゆみ

本の紹介

『江
都
双
風
伝
』

福
岡
肯
河
著

江戸下町を舞台に、不遇の浪人 ・

真谷拓之新と稲場宗吾郎が、 6つの

事件を通して、無二の親友になって

いく様を、輝くばかりの四季を肯景

に描く、 ミステリ－－ タッチの人情

短編集。

大ホット求人情報交 、｜勺戊t5lF6月分

賃金 ｜ 場所 採用 l

中 ｜ ｜臼 A;; I 求人街号

135.000～ ｜湖南保 「 ・t3 1~9493 1 110.000 I自筏他 ' ~ ・句

15お？；社側一→
130.000～ ｜弱。翠野 ｜ 
16s.ooo I日祝他 ' 

4 1調理及び開 2おI1引 00時旦
51調理筏勧，，忠 7（~；~~6 品禁~~ ］ い63853 1
61レ子ト ランI18才～｜ηぃ.oooI朝刷新 斗 1 1666931 

、フロア） 40才｜ ｛時間総） ｜他 ｜・ － 

71レス トランj1 s引恥1.000~ 山 --_l 1 I 1 66 7 1 3 I 
（厨房） I s才 (B湘掛 i他 I L 一一一一

[ 18才～ I720～1.000 I 紛1舟i1.In I , 
81フロントI40; I （欄鎗）府~ 一一寸三 L~竺竺31

9！店員：185~； 17お~~oIア ビ 177竺31

101新 聞 配 達＼~；~ I （おお~一寸1 1 I 1782231 

0 1求人情報一覧表Jもご干IJJtlくださし、
0ず1・しいことは、魚津公共日従業安定j祈 念24-0365へ制::J＼、合わせくださL、

笠1壁
掛 ｜ 家人議種 ｜年齢

1 I幼児 ・子 供服 22才～
’縫 製 40才

2 車検事務潰任者 20才～
候補 35才

3 1 ：科衛生士及~ 18::t～ 
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わったりしてもイJ:.f!iわらずに使JIJ

企てんぐ面（草野獅子爽保存会）：しますので、大切に｛以竹’しましょう。

～年金の各種届書には

基礎年金番号の記入を！～

J,t礎年金番号は、 、fI戊9作 IJ-lか

ら始まった制度のことです。 これに

ともない、年企に1£1する 作隆胤苫に

は、必ず基礎＂ J'-$:f許~；－を氾入しなけ

企太鼓と鼓 （焼芸能保存会）： ればな らないことになりました。初j

：めてl川L¥'."r企 .I亨＇I:_11' -:If. ・共済主｜』(I

：守！こ｝JII人したと きに、 r,,i:金千帳J（培

： ！佳作 11. 吊~－）が交付されます。

1739931 

1 53 I 231 

1562131 
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Uvi11g l11f v『Jl()tiivri

6月の音種相談
〈棺訟は無料です〉

3日（＊） 悩みごと相談

13:00～16:00 福祉色ンター

4自体）年金相談

10:00～15:00 役場会議室

法律相談（要予約tel83-0576) 

10日以）
裁 判 所 出 張 調 停 相 談

介護 ・保健相談

子育て・教育相談

13:00～16:00 福祉センター

11自体）
年金相談

10:00-15:00 役場会議室

悩みごと相談

17日開 家庭 ・児童相談

行政相談 ・人権相談

13:00～16:00 福祉包ンター

24日（月 悩みごと相談

13:00～16:00 福祉センター

25日（水）年金相談

10:00～15:00 役場会議室

． 教 育 相 談（教育センター）

受け付け時間 （同 ・水－木曜日）

9:00～ 16・00 tt82 -1 000 

． 子育て相談（保健センター ）

受け付け時間 （月～金曜日）

8 :30～1 7 . 00 2183-1 920 

6月のガソリンスタンド休日当番店

1日（日）朝日石油 ft82-0661 

8日（日）大谷石油 宮82-0703

15日（日）小川石油 ft83-3033 

22日（日）浜岡商店 包82-0578

29日（日）あさひ野農協 ft83-1135 

交通事故発生状況調
4同末現在（ ）内は前年同月比

物 損
事故死著書 ’ 傷者

・週



置翠．

［町の人口］平成15年問団現在

人口 15,752人 （・9)

男 7,410人（・4)

女 8,342人 （・5)

世帯数 5, 129蹄

.,r 

．お問い合わせ
朝日町役場総務課総務広報係
干939-0793
朝日町道下1133
n 83-1100 FAX 83-1109 

・ホームページ
http://www目town.asahi.
toyama.jp/ 

，，，，，，，，，，，，，，， 

くらしの情報室 E
Tdlliiむn I Uv111ct Inf u 

期BIBI膨買を募集しまr11
～若い力と情熱を求め4まヌヨ／～

-~ --------- .¥ : ~、るか、学業のため転出している人

／ププ二二一ー，国 ！三三二 ＼¥ ；採用時期 平成16年 4}-J
.-..- .--- － 自a田町・・ - I .. 

-----－－－・E臨~_____.., ------・ ＼宣 ：試験日 ・試験会場----i ＼ 、 ：マ一般事務

ニごコ1:¥ 

t亡÷τナIiぐt ； り.~ 1）~抗山工菜而等学十交
:¥: ・";, 

E弓~＇－以」E担； tリ11 1 111r 

制 11111rの峨L1を次のとおり採集し ：マ一般事務

ます。 : II｛／干1152"r4Jl21-I以降に斗．まれた ；受付期間

：人で、4'r1:;111J 大学を卒業、または米： マ一般事務

均：.，~...、ろ
n83-3700 

~：：：長ました！ ！ 『怠fl~＇弓輔副為，＿~
新鮮 ・安全 ・信頼をモッ トーに6月より［なないろ

朝市jがスタートします。

今回は新たに2店舗を加え、計27店舗で開催します。

みなさんのご来店をお待ちしております。

場所なないろKA N内もぎたて館

期 間 6月から10月までの毎週日曜日

時間午前8時30分から9時30分まで

《販売品》各穫野菜、山菜、押し寿し、おはぎ、 米菓子、

塩干物、練リ製品、漬け物、お花、ハーブ加工品、おこわ、

こけ玉盆栽等

採用予定人員

マ一般事務（上級）

J Iまでに取得見込みの人

jその他の条件

一般’H務は、 lllT内にfU9rをイiして

I 次試験 7Jl1311(11) 

9JJ H1J 

J ：マ看護師、薬剤師

9) l上旬朝ト｜町役場

6 JI I 31 It.Ii）まで

マ看護師

マ薬剤師

受験資格

若’｜：千ノI : {r 3) j 卒業見込みの人 ：マ看護師、薬剤師

若 rrr：マ看護師、薬剤師 : 8JJ291 I（幼まで

l円： II｛／干1147"F4JJ2日以降に＇ I：まれた： 日しくは総務課人中係（包役財｜人l

－人で、勺必免許を有するか、来1f4 ：料1215）へお、問い合わせくださL、
Iシャドーボックス作品展J開催

期間 6月6日働～16日伺）

場所 工ントランスホール

期間中の土日は体験もできます。

6月の営業

3川、 10川、 17川、 24卜｜

夜間休業…211、911、1611、23U、3011

－対象 ’L後 i：か月～lOかJ-Jごろまで

たは人，：11＇.今京将. (fi72-0l 10）まで； 午前1OJJ!i'から Il JJ.'J'30分

お｜日ll、介わせください。 ：場所 f行て立抜センター

http://www. pref. toyama.jp/ ：対象 r~ tt 19r入所内ljのお－fさんとご家政

kenkei/index. html ／ヘL グ、 ；｛赤ちゃん広場］

：指導 U)}J判~Iii、保健自iii
日時 6J 126卜l(A-:J

自

ω
議〈最新情報はホームページにて〉

http://www.asahimachi.com/nanairo/index.html 

～盤以らくち～の情報
～2003 君の勇気が夢を守る～

富山県警察官
n82・0990

試験区分 リJfl: ＇.＇＇~京＇J＼，女性符察＇i'f

受験資格6月の 月 間行事予定 （12日制は休館日） I 
8日目らく唱会カラオケ発表会 I 

一 電立主盟;;J;IはシjレJYーデー I 22日（日工アロマラソン ‘込猛組~

26日的お風呂デー！キャッシュパック G週~はポイントカード2倍デー

II（日114811:4)J 211から昭和15711:4

J J I I I までに＇I： まれた者で、ノぷj之（~＼i : 

大を｜除く）ヤ%iまたは平成16＂ド3J J 

までの卒業見込みのずf。

（他にちt!f'I：はあります）

受付期間

29日（印らくち～のカラオケ発表会

おニクの日
G翠illD'd:レデイースデー

アゼリアホール情報
、l’／J長15＂ド5J J 1411(1］＜）～6月l111（利

第一次試験 、｜勺誕J5'i)O 7月l311(11) 

詳しくは、近くの交掃、駐在l肝ま
n83・2000

15日（日） 「子どものための音楽会j
開場 13:30～ 開演 14:00～
主催：リトルミュージシャン

λ湯無料

信 ~ ・の必ちゃんとお母さん

jなかよし広場・赤ちゃん広場j第1田富山県障害者技能大会
～子育て支援センターに集まれ～ ： とやまアビリンピック2003

：とき 8 J-J 8「I（紛

’｜：｜五1911寺30分から’Hを211午まで

：ところ 向山地域職業im~1センター

：競技種目 ワードプロセッサ、長，：1・

~ 'O、縫製（知的障科者対象）

お子さんと一緒に遊んだり、お付・ 問い合わせ 出111県｜年内円以能}l}H支

さんl • iJ I ：で、 ·l r'it!J交換したりして、~ ・大会克行委員会事務同

しい一川・を過ごしましょうっ

［なかよし広場］

I幼児圏のお友達と遊ぼうJ

日時 6 J J I 7 I I ('l<) 

nu 
広
dハU

円
ノ
』

円
／
】4
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斗円。

ウ

IハUg
 
ロー」 ． 
6月は…
f男女雇用機会

均等月間jです
ロ． 

： t号所

’1" 1'11i I 011与から ll Hキ30)}

{ffて立版センター

．男女雇用機会均等法に

関するご相談は

富山労働局雇用均等室

富山市牛島新町11-7
宮 076-432-2740

．富掴
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作
て
、
し
だ
い
に
、
絵
を
附
く
こ
と

に
没
剥
す
る
こ
と
に
な
る
。
州
川f
校

で
知
り
ん
け
っ
た
れ
附

U
人
が
こ
の
税

反
を
訪
ね
、

こ
の
地
に
返
印
刷
し
て
、

ふ
た
り
で
競
っ
て
絵
を
梢
く
。
こ
の

絵
は
そ
の
こ
ろ
に
捕
か
れ
た
も
の
だ
。

「叫
は
冷
た
い
、
人
々
の
快
活
を
山

し
め
る
。
け
れ
ど
も
実
は
、
吋
は
や

さ
し
く
陥
か
い
の
で
す
。
岡
山
を
さ

え
ぎ
り
、
家
同
を
す
っ
ぽ
り
つ
つ
み

こ
ん
で
く
れ
る
。
な
に
よ
り
も
、
中
i

は
静
か
で
す
。
・
家
肱
は
一

一回
中
、
家

の
中
で
お
茶
を
飲
み
、
手
仕
い
や
に
踏

を
山
す
。
そ
し
て
黙
々
と
冬
の
作
仁
川

を
過
ご
す
の
で
す
。
叶
の
岐
か
さ
を

こ
の
ご
ろ
は
知
ら
ん
人
が
附
え
ま
し

た
ね
」
と
後
年
、
山
郷
さ
ん
は
し
み

じ
み
と
友
人
に
訓
っ
て
い
る
。
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V
制
酬
を
辿
し
て
似
の
大
切
さ
を
次
代
に
似

え
る
「
あ
し
た
の
森

・仰
円
－。

参
加
し
た
ら

5
0名
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
込
め
て
帆

樹
を
行
い
ま
し
た
。
白
ら
の
子
で
例
え
た
引
川

が
成
長
し
て
い
く
地
引
を
は
－V
り
、
込
め
ら

れ
た
思
い
は
次
代
へ
と
い
M
わ
っ
て
い
き
ま
す

v
．
N
、
こ
わ
ら
も
い
必
引
で
制
介
し
た
川
公

辿
抗
時

μの
山
川
芯
ん
。
お
作
川
小
川
附
H
川

に
ム
は
ち
、
辿
月
十
す
る

rど
も
た
ち
の
い父
泊
折

却
を
続
け
て
き
ま
し
た
V
川
崎
、
山
川
さ
ん

と
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
た
子
ど
も
は
則
一
代
初

川州市
十ぱ
υ

そ
し
て
今
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
が
、

山
川
さ
ん
と
川
じ
均
所
で
あ
い
さ
つ
を
い父わ

し
て
い
ま
す

9

こ
れ
も
山
バ
さ
ん
が
こ
の
刷

所
に
、
思
い
を
込
め
て
「州
制
」を
し
い
恥
け
て

き
た
ぷ
。
込
め
ら
れ
た
山
川
さ
ん
の
以
い
は
、

峨
%
に
次
代
に
伝
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
V

「A
4
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生
き
る
み
な
さ
ん
、
「
あ
し
た
」
に
向

か
っ
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前
也
、
し
ま
せ
ん
か
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